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1．はじめに

建築物の地上構造物で広く適用可能な環境配慮型コン
クリートとして，普通ポルトランドセメント（以下 Nセ
メント）と高炉セメント B種（以下 BBセメント）の 2

種類のセメント混合して製造する高炉セメント A種相
当コンクリートの開発・実用化 1）が進んでいるが，2種
類のセメントを混合したセメントの品質が，JIS R 5211

（高炉セメント）（以下 JIS）に規定されている高炉セメン
ト A種に適合しているかは明確になっていない．
本報では，Nセメントと BBセメントを混合した高炉

セメント A種相当のセメント品質が JISに規定されてい
る高炉セメント A種に適合していることを確認するた
め，異なる製造会社の Nセメント，BBセメントを混合
した高炉セメント A種相当による JISに規定される高炉
セメントの品質確認試験およびセメント製造会社から発
行されている過去 5年間の Nセメントおよび BBセメ
ントの試験成績表のデータの統計的な確認より，高炉セ
メント A種の適合性について検討した結果を報告する．

2．セメント品質確認試験による検討

⑴　試験概要
試料の組合せを表―1に示す．使用するセメントは，異
なる製造会社 3社（A, B, C）より製造している JIS R 5210

（ポルトランドセメント）に規定されている Nセメント
および JIS R 5211（高炉セメント）に規定されている BB

セメントを使用し，Nセメントと BBセメントの質量混
合比率が 50％：50％となるように試料を作製した．試料
の水準として，3社の等量混合および各社の組合せとな
るよう計 10水準とした．作製した試料について，セメン
トの物理試験方法（密度，比表面積，凝結，安定性，圧
縮強さ）およびセメントの化学分析方法（酸化マグネシ
ウム，三酸化硫黄，強熱減量）により試験を行った．

⑵　試験結果
セメントの品質試験結果を表―2に示す．すべての組
合せにおいて，Nセメントと BBセメントを混合した高
炉セメント A種相当の試料は，JIS R 5211（高炉セメン
ト）の高炉セメント A種の各項目の規格値を満足してい
ることを確認した．また，組合せの違いによるばらつき
も小さいことから，異なる製造会社の組合せにより混合
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して製造される高炉セメント A種相当コンクリートで
あっても，品質的に安定して供給できると考えられる．

3．セメント試験成績表による検討

⑴　検討概要
全国で流通している Nセメントと BBセメントの組
合せについてより多く網羅するため，品質試験により確
認した 3社に 7社（D, E, F, G, H, I, J）を加えた計 10社
において，過去 5年間の Nセメントおよび BBセメント
の試験成績表によるセメント品質確認の検討を行った．
セメントの試験成績表による判定基準を表―3に示す．

比表面積および圧縮強度については，10社における各セ
メントの 5年間の最小値に，5年間の標準偏差の最大値
の 3倍を減じた数値の平均が高炉セメント A種の規定
値以上となる判定基準とした．凝結時間について，始発
時間は 10社における各セメントの 5年間の最小値が高
炉セメント A種の規定値以上となるように，終結時間は
10社における各セメントの 5年間の最大値が高炉セメ
ント A種の規定値以下となる判定基準とした．化学成分
については，10社における各セメントの 5年間の最大値
の平均が高炉セメント A種の規定値以下となる判定基
準とした．

⑵　検討結果
製造会社 10社の過去 5年間における試験成績表によ

り得られた Nセメントおよび BBセメントの比表面積
および圧縮強度の標準偏差を考慮した最小値の組合せを
表―4に，凝結試験の最大値または最小値の組合せを

表―5に，化学成分試験の最大値の組合せを表―6に示
す．
各項目において設定した判定基準を満足する結果とな
ったことから，検討した 10社のセメントの組合せにより
混合して製造される高炉セメント A種相当のコンクリ
ートについても，JIS R 5211に規定されている高炉セメ
ント A種に適合していると考えられる．

4．おわりに

異なる製造会社のセメントの組合せにより混合して製
造されるセメントが JIS R 5211（高炉セメント）に規定
されている高炉セメント A種に適合していることを確
認した．検討したセメント会社 10社により全国の生コン
工場を概ね網羅していることから，環境配慮型コンクリ
ートの全国的な普及に向けて推進していきたい．
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